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越前町議会・令和６年１２月定例会一般質問【中西 清議員】 

 

（令和６年１２月４日 午前１０時４７分 開始） 

 

 

○６番（中西 清君） 議長のお許しをいただけたので、一般質問をさせていただきます。 

    町の新たな公共交通計画の策定と住民の負担軽減について。 

    ２０２１年９月議会で、コミュニティバスの町外延伸について愛知県三河地区の

例を挙げて要望しましたが、その後公共交通活性化協議会など、どのような調査

検討をされましたか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木一郎君） 町長。 

○町長（青柳良彦君） それでは、中西議員のご質問にお答えいたします。 

    昨年からの相次ぐバス路線の廃止など、運転士不足による広域移動手段が減少し

ていく中、町の公共交通活性化協議会や嶺北都市圏連携推進協議会の場で今後の

コミュニティバスの町外延伸を含めた公共交通の在り方について意見交換などを

行っています。 

    また、本年９月には町の公共交通について住民アンケートを実施しており、今後

はアンケート結果も踏まえ、広域移動の具体的な方法などの検討を進めていきた

いと考えています。 

○議長（佐々木一郎君） 中西 清君。 

○６番（中西 清君） それでは、次の質問に一応移ります。 

    １０月からの路線バスの路線廃止に伴い、高校生の保護者負担増はぜひとも避け

ていただきたい。高校通学補助支援制度によって特に越前地区の保護者は負担軽

減されていましたが、補助制度の見直しにより、負担が増えています。教育の平

等性から本来どこに住んでいようと、教育に格差があってはならないと考えます。

これまで子育て世代が教育費負担など理由に町外へ転出していったことが越前地

区の人口減少、高齢化の大きな要因となっていることは周知の事実です。同じ町

内の中で等しく生きがいを持って住めるように取り組んでいただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木一郎君） 町長。 

○町長（青柳良彦君） それではお答えいたします。 

    まず、教育の平等性についてですが、私は住んでいる環境面で差が生じることは

あっても、教育そのものに格差はないと考えています。 

    さて、１０月からの路線バスの廃止や減便は運転士不足という運行事業者の事情

によるものとはいえ、本年５月頃から急激に進められたもので、年度途中の路線

バスの廃止は本町においてこれまで例がなく、通学で利用されている生徒をはじ

め保護者の皆様におかれましても寝耳に水のことであったと思います。 

    町といたしましては、現時点において、通学支援の補助制度自体を見直す予定は

ありませんが、今回の激変により、本年度の下半期の定期代が増額になった分に

ついては追加支援する方向で進めています。 

    以上です。 

○議長（佐々木一郎君） 中西 清君。 

○６番（中西 清君） 今の答弁でありましたが、今年だけと言わず、少なくとも在校生

の間は追加支援をお願いしたいと思います。 

    それから次に移らせていただきます。 
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    少子化、高齢化、マイカー普及など、全国的に公共交通機関の赤字化、路線の廃

止が拡大しています。利用者の減少で全国的にバス路線の廃止、減便のみならず、

ローカル線の廃止も現実化しています。さらに運転士不足が追い打ちをかけてい

ます。多くの自治体で住民の足の確保のために様々な取組みを試行、検討を始め

ています。福鉄バスの福浦線が廃止されましたが、今後他の路線も廃止、減便が

予想されます。今回の路線バスの廃止は運転士不足が直接な原因であります。こ

のことは今後住民生活にとって様々な影響が予想されます。特に小中学校の統廃

合により増えるスクールバスへの対応です。国も県も運転士の確保が緊急の課題

と支援を強めていますが、本町としても積極的な人材確保に努めるべきではない

でしょうか。 

    今後のまちづくり、地域活性化に向け、その中で高齢者、高校生、通学者の利便

性の確保について、コミュニティバスやデマンド交通の在り方を含め、検討を始

めるべきではないでしょうか。 

    町長の所見をお伺いします。 

○議長（佐々木一郎君） 町長。 

○町長（青柳良彦君） お答えいたします。 

    議員ご指摘のとおり、運転士不足は路線バスのみならず、学校再編によるスクー

ルバスの運行の増便も含め、町内の公共交通に直結する問題で、公共交通の維持

確保は大変重要な課題であると考えています。 

    現在、運行事業者においては体験会の開催などを通じて運転士の確保に努めてい

るところですが、将来的には町が実施主体となり、住民団体等へ町内外の運行を

委託するような新たな仕組みの導入も視野に入れ、運行事業者への支援と併せて、

課題解決に向けた取組みを進めていきたいと考えていますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

    以上です。 

○議長（佐々木一郎君） 中西 清君。 

○６番（中西 清君） 答弁ありがとうございました。 

    これで、終わりたいと思います。 

 

 

（午前１０時５６分 終了） 

 

 

 


